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24 匹の家兎に 15 分間の脊髄虚血暴露を行い、その後再灌流した。生理的食
塩水、ミノサイクリン（10 mg/kg）を再灌流 1 時間後から静脈内投与し、それ
ぞれコントロール群（C群）、M1群、再灌流 3時間後から同量のミノサイクリン
を静脈内投与した M3 群の 3 群に無作為に 8 匹ずつ割り当てた。生理的食塩水、
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